
第７期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

市町村名 掛川市
所属名 長寿推進課

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成

区分 現状と課題 第７期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

掛川市 ②給付適正化

高齢化の加速に伴う介護給付費の
増加は避けられない。給付内容の
確認等を行い、不適正な給付をし
ないように今後も取り組んでいく
必要がある。

介護給付適正化

・ケアプラン点検
　Ｈ30：95件　Ｒ１：100件　Ｒ２：100件
・住宅改修の点検
　各年度全件（書類点検：全件、現地点検：2
件）
・福祉用具購入・貸与調査
　各年度全件（書類点検）
・要介護認定の適正化（事後点検、業務分析）
・介護給付費通知発送　各年度　１回
・医療情報との突合・縦覧点検

・ケアプラン点検
　点検実施　100件
・住宅改修（書類点検：全件、現地点検：２件）
・福祉用具購入・貸与調査（書類点検全件）
・要介護認定の適正化（事後点検）
・介護給付費発送　１回
・医療情報との突合・縦覧点検 ○

要介護認定の適正化、住宅改修の点検、医療情報との突
合・縦覧点検、介護給付費通知等の各事業は実施できてい
るため、各事業において専門職の人員の要請と確保により、
さらに充実を図る。

第７期介護保険事業計画に記載の内容 令和元年度（年度末実績）

市町名

・自立生活支援サービス
　一人暮らし等に生活支援をし、自立した生活
　の継続を可能にする。
　計画値
　　　　　Ｈ30　　　　R１　　　　　　R２
　件数　156件　　　168件　　　　180件

・短期集中型訪問・通所サービス
　訪問　運動、食事、口腔指導により、生活機
　　　　　能の維持・改善を図る。
　　　　　Ｈ30　　　　R１　　　　　　R２
　件数　２０件　　　２０件　　　　　２０件
　通所　トレーニング等を取り入れ、運動機能
　　　　　と生活機能向上を図る。
　　　　　Ｈ30　　　　R１　　　　　　R２
　件数　５０件　　　５０件　　　　　５０件

・健やかステップ（講演会）・スマイルステップ
　健や　認知症予防に効果のある運動を取り
　　　　　入れた12回コースの教室を開催
　　　　　令和元年度より講演会に変更
　　　　　Ｈ30　　　　R１　　　　　　R２
　回数　48回　　　１回　　　　　　１回
　スマ　認知症予防に効果のある運動の自主
　　　　　グループ活動
　　　　　Ｈ30　　　　R１　　　　　　R２
　回数　60回　　　100回　　　　150回

３月末状況
・自立生活支援サービス
　件数　133件

・短期集中型訪問・通所サービス
　訪問　件数　14件
　通所　件数　39件

・ステップ講演会・スマイルステップ
　講演　開催回数　１回　　参加者66人
　スマ　開催回数　120回

◎

・自立生活支援サービス
サービス利用について周知していく必要あり。また、提供する
ホームヘルパー等の普及・要請をし、サービス拡充できるよう
に検討する必要がある。

・短期集中型訪問・通所サービス
必要とする方へ、サービスが提供されるように周知を広げて
いく必要がある。今年度は急性期病院と連携を図るため、退
院支援関係者への説明を行った。
また、提供事業所を増やしたり、サービス利用者の状況の振
り返りから、サービス内容を再検討する等、サービスの質の
向上を図る必要がある。提供事業所拡大に向けた取組を行
い、新たに２事業所との次年度契約につなげた。

・健やかステップ・スマイルステップ
介護予防事業を多くの市民に広めていくための周知活動が
必要である。今年度より教室方式から講演会方式に変更し、
専門家から直接指導をもらい、自主グループ活動へ誘導する
方法に変更することで普及啓発に努めた。
スマイルステップは、会場数増、会場変更により、利用者数を
増やすことが出来た。今後は更に地域の通いの場が拡充さ
れるため自主運営につながるように指導員（ボランティア）を
育成していく。

掛川市
①自立支援・介
護予防・重度化

防止

掛川市においては、平成29年４月
現在の高齢化率は25.8%と全国平
均をやや下回るものの、今後さら
に高齢化が進み、認知症や一人暮
らしの高齢者、高齢者のみの世帯
の増加も予想されることから、制
度の持続可能性を確保しつつ、実
効性のある介護予防体制の更なる
充実をはじめ、様々な問題に適切
に対応していくことが必要であ
り、今後においても「地域包括ケ
ア」のさらなる充実と、高齢者福
祉施策の推進に取り組んでいくこ
とが重要

自立支援・介護予防・重度化
防止
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